








はじめに 

 W.R.Reich が Encyclopedia of Bioethics の冒頭で「学問としての bioethics の出現は

時代の必然であり、その第一の理由は人間の生と死に関する基本的な価値観と近代医学の

進歩の相剋である」と看破してから久しいが、特に新生児医療は従来の児の生命力に頼る

養育的性格から、NICU に代表される近代医療工学の粋を集めた積極的な医療に様変わりし

た最も代表的なもののひとつであり、とりわけ大きな倫理の問題に直面している。 

 新生児医療はいくつかの点で特異な倫理的な問題を含んでいる。第一に母親と児の権利

および福祉が競合することがある点である。このような両者の利害が競合した場合、「各個

人は平等の権利を有する」という原則を離れ、胎児のみならず新生児の将来を考える際、

母親を同等のものとして考えることは現在の社会では無理であり、母親の福祉が児のそれ

に優先することが認められていることである。第 2は仮死のことばで代表される如く、生

と死が同時に起こりうることである。生命および神経学的予後が極めて重篤な児は、その

生、そのものが否定されうる事が往々にしてある。第 3は新生児はその生を受けてもある

一定期間、名前も戸籍もなく、社会のみならず家族の一員としても受け入れられていない

ので、容易に切り捨てられ易い状態にある。第4は致死的奇型、重症仮死、超未熟児など

の倫理に深く関わり合う問題が多々発生する医療分野である。 


